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曾

*  ロ

四 舎 聯 合 建 築 大 奮 及 j高 洲 見 皐 抜 fT 

日目平日 8 年 B 月 10 日午前 9 時 13 分 大阪躍稜紳

戸港より 梁純一行 7 名

11 日 朝門司 F 閥 1" . 1建一見の t. 正午出航

13日 午前 Ｙ 時大連且 ｉｾ ｗＧＨ渚先着の鮮妥建築合員

及 びi前世H建築協合員と共に捧頭事務所の度上より

大連継の設問 を聴取し 、三泰 f出房、f前銀大主gil 院 、

南山 ｾｅ を見て潟昔 ｈ 土木建築協含の午餐 ｾｲＮＺ 招かる

午後更に中央公閥、老虎自器等を経て博覧舎を見物

し、電気; 盈闘にて満洲建築協舎の晩餐招宴あり。

遼東ホテルにー祈i す。

14 日 午前 9 時君主自動車にて波順街道を牧披燃

にゆき渓代の古墳を一見す( 関東際博物館烏凶主

事態々来りて説明あり〉、進みて 7]( 師営会見r : r r を経

[J 3 ' : 山に登臨、予一行に放順の股『資事廃を椴設し、

下って爾2霊山に致明〈此問予先行し て関東胞 を訪

問 し内務局長代理と 曾見す〉下山 の後策1. 詮葱ヤ マ

トホテル l'こて関東E室内務局長 の招宴に列す。更に

間王猪貯水池を見て術水関東隣土木課長の設 [IJJ を

受け午後 4 時半大速に鋳着す。」

5 時 聯 合 大 合 開 催

ィ、村田( 満洲〉 白ｾＨ益 Ｑ 鯵〉 中村( 朝鮮〉 松

主主〈日〉 片岡〈日〕の講演〈各 15分〉

ロ、協議( 座長松家) ( 1) 宣 言 ( 2) 聯合合規

約 ( 3) i前世H図 建 築 鈎 交 法 規 制 定 の 件 等

を( 鮮〉附議決定し。

上の ( 2)  1.;1 i滞建に於て成案作成の仁各曾位l

付審議の上liffi 定すベ〈、又 ( 3) は鼓案者!rc(，

建に於て案文作成の上、 1' t 現方法を執る惑と

なれり。

7 時 宴 合 、 本 姿 に は 日 、mr一、護等参列者は会

)¥"1ii高建の招待を受け たり 。参舎者 は片岡合長

外日建 7 名 、鮮 11 名、選 5 名、 i荷主主約 100

名活動の映箆空宇ありて 10 時散含す 、il1J有ホ

テル再ri'j 。

15 日 午前 9 時大蓮華主 13 時 5 8 分鞍山落、直ち

に昭和製鋼所を見祭ナ 、〈駿雨一週〉

三等専にて奉天に入り洛陽館にー約す。

16 日 奉天の見書生 忠窓培 、南浦E事事堂、務長

昭 和 8 年 10 月
祉 問

法 人 日

寺 、同 義堂 、東北大著述、北島菩奇宇を見北陵見祭の上

ｾ食午後北大聖子、 ｩｆ［ 竣、市内、空 ｆ を見夜分合其他

の有志の招宴あり、〈支那料理1 ) 11時令官主北行す。

17 日 朝 8 時新京着。停車場にて改装し〈前夜

降雨あり道路慈し〉

国務院を訪問負担総理と舎見し、 14日大連大舎の決

議事演を沼じ舎談 3 0 分各所見撃の上11妓子供然

f(st己主昼食し( 露西. I T a 料辺〕午後建都の工事等を見

撃す、列車「ホテル J r.こ一任i す。

18 日 午前 9 時後午後 3 時治ぎH合爾賓着。出迎

の人々と共に直ちに行を起し烈士紀念碑( 沖積川〉

孔子胸、極主将寺 、北浦織選E望日本人ノj、星第校 、公闘

其他一見日泌倶集部に有志の招ｾｾーに列す、名古屋

「ホテ ル」に - l T:i。

19 日 午 前 9 時鼓松花江を下り柱。公務l絡駄の鍬

橋工事を一見其設切を聴取し、更に i湖rtiCの上「ヨ

ットクラプ J ｬ Ｇ こ墾食 ｭｾ 午後 Ｓ 時より自由行動市

中の見撃をなす、再出。

20 日 朝 9 時過後南下。新京にて衆替へ午後 10

時泰夫入 P大丸旅館一泊。

2 1日 後 雨 午 前 日 時 10 分後編順位き、炭坑「

オイルセル J 工場等を一見し山陽怨に有志の招宴

を受〈、夜 11 時 30 分後安本線によりてF17下す。

此問 15 日の北行よりがr J . 天野茂迄は岡満 J結合長、石

問問書記長同行せられ懇切の接 1'1とを受け更に 2 0 日

の午後より 21 日夜の恭天出護活お回詳記長同行

せられたり。

22日 朝鴨紋江を渡 p て朝鮮に入る途中下車し

て卒壌を一見し 6 時字表午後 11 n守牛京城着備前

E置にー約す d

23日 午前 8 時より可欠城見製朝鮮市l'宮怖文寺、

開物館( 王 宮〉、秘花等を一巡し綿督府にて窒ー食。

午後1$' 腎府博物館共他を見祭 、5 時朝鮮「ホテル」

に片岡合長の務僚懇話合あり、 7 時より明日官Ir に

朝鮮建築舎の招宴を受〈 、 lI P寺牟出室長す。

24 日 午 前 B 時釜山着市中一見、午後 6 時牛下

関野渚 日時 ｾｩｾ 出霊堂Ｈ訴士〉 。

2 5 日 朝局管す 、 此行鮮ｾの人々と共にして約

18名( 途中分れたる者もありしによる〉

本 建 築 協 曾
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口

1 . 瑞 光 住 宅 博 覧 舎 開 催

営協合創立満十五年記念事業第二期計霊のーとして下の通関下開催 .1-1であります O

名 稽 瑞光住宅博覧曾

禽 期

曾 場

出品住宅

自9 月 1 5 日 至 1 0月3 1 日

30阪電車上新庄膝下車東方約 6 T瑞光{ー1'，宅地

二十飴戸

詳細は合拐にてパ : . - -7 レツト を差上げます

問期中協合 員各位は勿論公衆一般の御観賞を希亡，t致します。

2. 役 員 商 事 任 並 l二 新 任

今同常務( 編軒〉 掘田猷次郎氏町任 lこ付 8 月 29 FI 開舎の評議員合に於て111献立E穆の結果

下の通首選決定致しま しに

常 務 ( 編輯 ) 新 名 種 夫 氏

3. 建 築 法 規 に 閲 す る 質 疑 悪 答 楠 設 置

本誌第十六輯第十披より 『建築法規』に闘する質疑肱答欄を設り読者各位よりの質疑に肱

答することに致しまし1: 。どうぞ御遠慮な〈上記に闘し別記要項で御質問あらん事を希望

致します口

1. 質問は ρ ガキその他文書によるとと

1， 紙上匿名は飽窓なれども 、質問 には住所 氏名を記載せられたし

上 回答は本協合の法制委員合委員の合議にて軌 ｾｴ せるものを更に大阪府 ・ 京都府 ・ 兵 ｷ

i孫 その他の府燃の主管課の承認を得たるものを以ってする。但し大阪的以外の I削除の

承認につきでは一々その旨希望せられたるものに限るものとす。

1. 毎月中旬迄受付のものは主主月 1 日付設行の本誌に町名; する線定であります。

社 閣

法 人 日

日百 不日 8  ｾ ド 10  月

本 建 築 協 曾
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本 誌 残 本 分 譲

今 回 本 誌 、 「 建 築 之 社 曾」 の 第 7 輯 第 151i (大 正 1 3  

年) よ り 第 1 5 輯 第 1 2 鋭 ( 昭 和 七 年) ま で の 内 で 残 本

あ る も の を 整 理 す る こ ご に な り ま し た 、 就 て は 曾 員

並 に 護 者 諸 君 に し て 御 入 用 の 方 に は 普 通 税 特 債 1

珊 1 0 銭 塗 料 2 銭 特 月'1 被 は 特 債 1 珊 20 銭 送 料 3 銭 で

御 頒 も 致 し ま す か ら 本 年 1 ] 月 末 日 ま で に 笹[1 rt 出 を

願 ひま す

普 通 披 特 債 1 冊 1 0 銭 詮 料 2 銭

第 7 輯第 1 競~第 15輯第 12抗( 特別放を除く)

特 別 競 特 債 1 冊 2 0 銭 迭 料 3 銭

最 近 建 築 研 究 1  ( 第 15輯 2 競)

同 II ( 第 15輯 7 競)

同 町 〈第151陣11競)

残 本 な き も の ( 紹 版)

第 7 輯 1  0 銃 ( 大正 13 年)

第 8 輯 1 競 及 2 競 ( 大正 14 年)

第 9 輯 l 披 - - 8 競 ( 大正 15 年)

第 12 輯 1 競 __ 3 競 及 5 競
( 昭 和 4 年)

第 13 輯 8 競
( 昭 和 5 年)

第 15 輯 4 抗 及 6 競
( 昭 和 7 年 )

昭 和 8 年 1  0 月

枇 国

日 本 建 築 協 曾法 人
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最 近 に 於 げ る

皐 綾 建 築 の 傾 向 並 に そ の 特 徴

文部省建築課長
柴 垣 鼎 太 郎

片岡合 長 から、最近に於げる Ｎ ｾｊＮｾ 校 建築 の 傾向 並 に其 の 特徴、と云ふ題で 、 執筆ｾと云五、

事でしTこが 、これはなかなかの難問題で、 一寸の事にはゆかぬことである 。

甚 Ｑｾ 定 ＺＱ 役申謹無い次第ではあるが 、 思ひ Ｑ ＱＺ｜づるがま、に、二三述べ させていに ｙ きます

j遭いま一寸縁の速いものになるかも知れません。強めお断りいに して置きます。

大震火災後の、帝都復興と云ふ . 大波に 乗って 、星野校建築 も、他の建築同様、昼前の 、

進歩 ｅ 主主主ｾとげ＿ご Ｓ それに 、 ＿こづきわる吾 ｫ 建築家は、何 ｦ こる仕合せ者で 、 あるかを喜ぶ

次第で 、此の如き機命、なかなかにあるべき、筈の もので無い。

明治大i E e 、西洋の文化を輸 入し 、之 を消化し聾 して完全に、吾ものとなし . 西洋のそ

れに優る E も、劣る事無き迄に、進歩設達し? こる、大正のラ|ミ12 年 9 月の 1 日に於て、突如と

して起りし、関東 の犬ｾ火災 、共 の惜Ａ耗と して、 莫大なる 材料が、吾 ｫ 建築家 ｩ こ、提供さ

れたのである コ或は破壊し、或 は焼失され? ごる、諸建物の内、共の復興f t ' 、一日 も; 忽に出

来ぬものは 、著書授の建築である。首局の各位は 、真剣に、共の復興に苦心努力を客まなか

っfこのである 。而して悶穂せる. 科撃の給，同を、質池に際用する E カ仁出来たのである。

大震火災の苦き経喰によって、木造や 、煉瓦i童1 ) 校舎が . 或は程実務 コンクリ ート 遣に、

或は餓骨隣遁と饗つに。 此等使用材料の蟹1じ、 構造法の進歩等に依って 、明 治以来不文の

内に 、殿存せる壊校建築段式の統ーは、ゃ、街Lれんとして来たのである 】使用材料の慶 化

構造法の進歩によって来る、建助様式の努 Iじ法、何れの唾将司にも共通の事で、感唆建築1 )

，mf頃向とも、特徴とも、云ひ得ないコか 〈考へると、問苗は なかなかに 、商問になる 。

民の製校建築の 、傾向特徴は 、思校数育の内寄から、 予f< i るものでなければならぬっ

建築の設計は 、共の建てんとする 、建築防の 、目的に従ふべきものである こと は申すま

でも無い。故に吾 k が設計に 、着手するに首 L 謬佼ら しい建防診、強いて建てやうと望

むｾ、要は無い 、 共の建伽の建設目的ｾ充分に満足する様 、 最善の努力を壷せば 、 自然とそ

こに謬校らしい建陶が 、出 来上って来るのである。新材料、新構造法を以て 、進歩して止

I  )( 



まぬ￦Ｎｾ校制度を 、 満足せしむる犠百十重建築せるものが 、 共の時代に於げる傾向 、 特徴 ｻｴ＾ Ｍ ，

あらはすものである。即ち製校建築の傾向特徴を知らんとせば 、製校教育の内容を 、研究

す る事が必要である。

衣服が車に 、怨暑を防ぐにけの目的ならば、色合ひ 、J f: b等を 、考ふる必要は無いのであ

るが 、所謂衣服としての 、品位{ t > 保つ必要上、 之等{ t > 度外閥する事は 出来ぬ と同様、害保校

が、感術の研究所? こるとともに 、人格教養の道場? こる 以上、 相蛍の品位を? 、保?こしなる必

要がある 、即ち相営の品位{ t >、保つ べ き装飾を 、必要とするのであるの然しそ こに、限度

ある事を忘れてはな らぬ。即ち翠校建築は 、質賓剛健の頼れで無りればならぬ 、料挑浮華ー

は断然之を排撃せねばならぬ コ然るに近来、明治以来、立VAな統ーのあっ?二、 E裂校建築犠

式に 、一種の筒Lれを 、生じ来りしと共に 、必要以上の装飾佐施し、華美に流るるものがあ

るn 即 ち設5一|者が設計中、 型・校建築を? 、設計して居るのであると云ふ事を 、い つのまにか

忘れてしまつにのでは1nい、か 、 とすら 思はれるものがあるなど . 甚ピ遺憾に堪えぬ次第で

ある 3

先生より 、敬へ{ t > 受げる :j;JI の多かつ仁、皐校教育が 、生徒自ら 、質! 験宜習をなし、間験

によって舎得する事に、重きを世〈やうになった。小早校に於てすら 、手工室を設け? こり

農園を持つ? こりするものなど、ある有様である。上級の事校、特 iこ理工科醤科の方面の著書

校にあっては 、非常に完備せる、世験室、工場、研究室等を 、有することは周知の事賞で

ある。従って母校に於ける、普通教室の 、!J&:!肢に構i主等が 、依然と して弘二のま〉なる に反

し、 Ａ ド ｾｦ 極教室 、即 ち宜験室研究室は、次第に其数を増し 、 構浩設備等は 、 所謂 日 進月歩と

云ふ有様であ右。

講義室並に、講堂等に於て、共のl J X 容すべき定員の増加1或は一般公衆へのWf 政と云ふ拙

から 、室の換気を 、自然に任せ置〈事出来する 、機械的の険策法を 、施し居るもの 、倫又講

堂を 、話与さ練視のt号、tlt lJ 等 創出す必要から :lunt 益! 照明を設備せるもの、或は祈動沼尻の、 H央

お設備を有するもの等 、一般劇場公合堂と 、何等異るF ! J i無き講堂を 、有する a塑，校すら 、質

現するに至つに。

之を要す るに、 思校建築は 、身伊i

祉合に1於冷て 、遭遇すべき 't工務の要領を 、鴨得せしめんとする 、防1係、上、質験室 、研究室 、

質験工場等の 、型，校の建物内に、枇舎各方面の縮国力，展開され居るとも考へ られる迄に

至つにのである。即ち事校建築は祉併進歩護遠の . 反映であり 、逆に叉其の源泉でもある

のである。故に・望校建築の 、傾向並に特徴を J: J l らんとせば 、枇舎の進歩譲遠の有様を? 、考

究する必要もあるのであ る。

あま り¥1 こぐにと 貴藍な る紙面を 、選ぐも如何か と考へ. 此の溢にて、 捌筆する 事 にす

る。
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曾 員 の こ ゑ

舎 員

( 1 易裁順序不同〉

主l三 井 誠 一 ; 合員は充分使込者を般選して入舎せしめ皮し。

定款改正案に碁告審議し其1主主息を計 られたし 合 員
高 田 利 一 郎

合 員 高 橋 柴 治 大 阪 の 都 市 計3' ll::il t l 亡大阪府市政の建築土木行政 l'こ

留 意 し 絶 え ず これが; 調査研 究 を な し 殊 lて其の指導

出版部創設史料放 郷 土 建 築 委 員 合 復 活、舎 員 J曾加 :

の1' 1 : 際的運動 、曾 員をして協舎に腕心を持たしむ : 桜 渡 的 窓 見 を 後 表 しI仔市 民 のj ! ! 論を宣揚し i

i

:¥" 局を

る舎をI i 日断なくするさ事御願致したし l 線機するとと。

普 賛
山 本 潔

合 員 篠 原 太 郎

重量築倶楽部を協舎直聖子卒業 とす る時機にイナ談極的 事業に封ずる希望 主催 事業 は 勿 論 後 援 事 業 も 共

に御考慮を駁ひ置き皮{ 撲 に手 ｊＱｉｩ＼ 薄くする ｩ ｲｾ を息めて 一つ でも徹底的に深

Eまのある 王将に手を染めて欲 しい ものです。

合 員
矢 木 英 夫

合 貝
清 水 柴 二

員に協舎の護炭を希ふものなれば役員特に幹部級

の勇退とそ第ーと存候個 々 の感 情にと らは る るＺｮ ｾ :  日本建築協合は今丁f1t 協合と云五、集 りを rl{.i < 淡

なく協舎の将来を 正 視 しrfr 訂'ft，・官民主Il の消滅を 希ふ < J す る か 「狭 〈 深 < J するかの岐路に立っ て ス

ものに御ｾ候 ランプに陥ってゐる様です 、 乙の際合 員 協力 一致

して二兎を誼」、Ih をせず ζ の根本方針を何れかに

合 員
山 田 邦 夫

決めてかムる事が最 も肝要 で な い か と 存 じます。

協 合 に色 の々 調査委員舎が有って有盆な; i 1:j 査 綴 告

決後表 ドさ いま すZ与は大事きに: g んで居ります之等

調査機閣の外にf . J一 つ建 築 自 然 破f政調査の機仰を

設けられ て夫等に聖堂す る研究及改良の 炎料 に 供せ

られたいと忠ひま す。

合只内 ｪ 燦 ｴｾ --

l 先づ l私舎にユドb を平[ - 置し

例へはこれによって各組の懸賞募集の懸賞合特

有i事業費を tt iJ 1する こと。

合 員

ｩ 以って一般 舎只 の 令ｶｩＺを滅 似し 合貝数 の ｊ 付加 ｉ ｾ

大 倉 三 郎 期するとと。

官 ｴ 協舎の事業には何れも税値的の反事 ｴｴｴｴｾ はあり

ません。 唯京都に勤務をも っ闘 係 か ら大 阪 を 中 心

令 貝 澗 原 徳 街

とした各種の計登 が ピY と以へ* な い憾みがあり l 合 戦 を 吹1(i. ｃ 記 事に坑てモウ少 し 合只 に ｬｬｾ きな

ます、 ζ のiNi . を何とかしたいと考へてゐます。合 i ほくとと〉

星空値下 げ 間 短は大きな犠牲をもｾってまで ｴｲ 行する 。 Ｑ i目、家、委員勾ーは凡て一人一役主義

必要はないと思 ひ ます。 1 委 員 舎 の 改 革 cm.( r : 業都不振の原 1"1 を改むるこ

と〉

十 俊
l 選 怒 法 改正 cm.-( r : の役員が]!1¥，者 一掃の 窓にて耳[

合 員 悶

同

イ

l

建築協合に新材料の陳列場を設け られたし。
記魚liis 名、出席者のみに選患継を奥へるこ と〕

合 員
谷 民 戒 普 賛

鶴 田 勝

協千干の趣旨を徹底せ しむる潟め建 築 附 帯 技 術 業 者 1't ｴ［ｾ を知 らぬ者の少の様な案でせうが御考慮の内

は 勿論主tt 築 材 料 業 者 を 合 員 にまを絡を記、め而して共 白に お加へ下さい。合資の節減と ili 築界全般の! { k 勢

6 7  x  



を知 る ｦ 誌に ｴｩＮ の案によ り 、 建築 ｊｊｾ 合との合併を切

望 し ま す、 丁 皮 地 方新日f J を 見て f古'J <I.I 火:大 新 聞 を 必

要 と す る 叙 持で す。

l 建 築 事合 と 合 併 し 建 築252令 闘 西 支 部 と す 〈 合 員

は 製 合 i E. Qに 普11は准只に編入す〉

l 支 部 に て は 年 4 ｬｄｊ 乃至 ＶＱ 日 ｬ 或 は随 時支部機開 ｾｬ ｦ

誌 「主J l ; 築と枇合」を強行し、又 大 い に 地 方 に H!F

じたる耐: 合教育ーをなし相 Ti. の親践を計る。

l 令 授 はmg徒指合 合 裂 の外 支 部 合 伐 と し て 、准 民

年 4 閥 、正 員 6 聞とi E む

合 員 中野 Ｉ ｉ ｾｩ 次郎

l 合i ' ( をもっと減傾し てTsき l交いと，思ひます。

2 毎 年 一 つ 二 つh 験 住' セを 1仏合で作 り一般への ill

築 教 育 法ひ: 製生滅工母; の1 ' U N土7守に役立たせて

いたピき l疋希望し て ゐます。

します。

合 員
古 塚 正 治

最 近 は 仇 集 部 の方 へ11t i々 ，$ ります ので 従っ て Uf，舎

の 事 も限 l亡測れ る度合が多くなる 、多 く な る と 陥

附 し て 何 が何 や ら意 見 も 出 な くな る、協 合 の 協 調

をｻｾ＼つには綿 々 隙ｲＺ ｩｊ を 作って 遊び ｬ 亡行くにある。

合 貝
植 竹 春 重

ｦ 可 空ｾ ＯＩ 意見も希望もう帳之候只 々 本合王理事各位の御

精 励 を 感 謝 致 し m侠。

主千 六J

J C  林 田 瀧 次 郎

協合の御 ｭ 導により ＱｾＧ る虞多大なり今分にては［ｑＺ

見も有り立せん。

合 員
高 木 太 作

普 賛
高 橋 直 喜 白建 築 界 に 於 て も メ ー トル法riJ 否論あり| 私舎の怠見

I  :J t づ 合 i {' ( 他下 げ 〈 川 村 合 只 の idl:)

1  ｾｉ 何年幹事一掃にて規約改正云ー々。

を織めメートノレ法促進 j運動あらんIhを希望す。

型F 士を 中 野 英 二

l 見 事J毛他! 催 しものは中旬ぷ々( ，( i  2  ｾｦ ｩ＠ ｾｾ国ｻ合只 ｉｈ 刀 ｉ I!! I  ｩｬｬｾ 延滞色 ｲｩｓ DlJ 1也を御願ひ致します。

市t ) ｉ 協合と し て Ｗｊｾ ii f{ i  ｾ＠ ｴｊ ｾ して「 メ ー ト ノ ﾷ ;11; J 断 行 に

右 3 ｊＡ ｾ は允づ断行質成 、 本ｊｬ Wtl 合 中 旬{ 位さ れ 感 利 御 必 -}J 下 さ ら ん l]与を切望。

数し( 段

l !f ft 伴 {ll l イ万 次

合 員 小 JII 1.必 一 郎
見 製 舎 は 成 る 可 〈日 陥 日 に 御 獄 中 皮 < I1良

都 合 :u・しく御獄 111J : .{I民合 資 i成前l御 ;9J i
1干 賛 青 木 友

普 賛 川 田 凸 tm : 例 合 目 見 事 曾 は 毎 月 l二旬が都合よ ろ し い 後 行錐

I  fqurIC( .F げ代 行 下 さ れ 皮 し

誌 に 日新ら しき建築潟民主多数記載の様願上依。

l 凡 苧 令 は 今 後 盆 々 御 他 し !fJ iひl乏し 宅千 士士 荒 川 利 一

合 員 山 田 久 五 郎 i 識がi 合 の 隙 舎 を 多 く さ れ l乏 し 、演 ill は 建 築 Fこ闘 す

令{ ! ( 低・械の 諜盛 なる も小 企 は 従 来Iffi りとなし従米

より 以 1. .の仰争''1: .，¥( ; : に事業を 111 . : 雌にし紗〈共在;波合

員 の時を ｾ ｉｩｨ に 院 ｊＨ方 法を以て ｊ 折 ｊｦＡＮＮ に 貢献せし む

る 機 合 を 拠 へ ら れ ん zt予を: fl "i 認 す。

るもの附せ ざるも の L 如 何土 問 はず。 日時は例 合

日 に ｴ ｴ て る必 ｾ ｊ ｾｾ し 。

令 n 松 本 儀 八

合 ｈ Ｍ 品 ｸ が希望して居る見ｊｽｾなどを出来 る よけや

合 員 I11 口 { 義 三 郎 。 っ て 欲 しい。

合' 伐 の( l Ct ドlずは 小 生も質成する彪なるもゴrJ :.fJ5 とは

イ ｦ じ 如 ｈｻｉ 段 、 各 Ｎ Ｚ ｬｾ 業の竣肢 を望み 居りｻ除。

合 員
奥 村 丈 太 郎

; g 信川』;ili; !? の徐白 をヰIJ !l J し令 nの恕見を共同l さす

主午 士士 松 村 武 雄

1  t i  ｩｬｬ 築見型 、 Ｍ ｾｾ Ｎ 臨池端阪 舎 の ｦ ｬ 胎 ｩ

! 万i ill 築! 寸科の紹介

合 口 後 川 |径 一

ると云」、従虫 ｋ より主主んだ方法に Ｑｾ して大いに感謝［例合としての見準 が毎月 ｊ ｾｬ 施図様 ならば 、 例合と

x  6 8  



見l } ，とを1) ) 離 し別 l亡事務委 員 を設けて有1主義なる

見みを日! 綴き断行されん惑を mねて切言をする。

普 賛
本 島 武 夫

l 雑 誌 「建築と市U: 合 J の背 而 税 数 文 字 ( 2 ) 及 び 新

住 定集等 の 文 字 見 11I 1- : t 誠に結構ずっと 御綴綴駁ー

ひたいと 恩 ひます。

l 本 協 合 員 に 限 り 工事 中 の 建 物〔交渉 あるもの〉ー

定期間を定め随時1 ' 1 : 草地見 与 ( 工 科 rl' 現 場 の 差 支

l 踊1:合 的 活 動 を 増 す 意 味 で 講 演 舎 な ど を もっ と 感

ん に や り 大 家 長老 の み で な ( 若 手 控 を もり| 張り

IU しては 如 何、委 員 舎 の活 協 を期 待す。

l 草' !! 誌は 時 々 非 常 に: 7E'ft・して民 リ時々内 谷 貧 弱m

ｾのも の が浪る ζ とが あります［直前に統制開 ｬｾ ｊ

して下さャ。

合 員
青 木 茂

う。

へ無き 時期〉等御計担f 御 願 ひ し て は 如何 でしゃ l 一自立大衆的指導雑誌に 内 符 を 研 究 願 ひ 皮 し

普 賛
岸 本 幸 治

l 令誌の内容充' f t を計られた L 。

イ 「建 築 と枇 合 I r建 築 祭 研 究 」は 同一刻ti 芯であ

って 良い管。

ロ 協 舎 の機 附雑 誌らしい 事 ［ｾｩ ｬｬ 司法 を 壊 む 。

記 事 業の吟 qまと 協 舎 の 主 旨 反 行住 宅 博 覧 合 に して

もモツト徹氏して- 1 f 1 : l 玄義あらしめられた L 。

3  ｊｽｾ 術講演合 、 見与4空j; rこ一言註 1J され た L 。

合 員

橋
n

u
u

'

 

山

相

l 現在舎' { l ( を 低額 の 出 来1J る限 りに願」‘ ζ と

1 見J34の数多きを 希 望 す 以卜ー

令 只
坂 口 IE aif' 

「 主ｉＡ築 と ｊｆｉ 合 ｊ な る月刊 ｾｲ 誌に 建築 部 材 料 の 昨 日 Ｑ

表 記 被 されな lゴ建 築家の 設計 資 料 と も な り 桁 総 か

とイF じます。

時似 表には ｩ 調査 月日 滋賀 ＩＵ 名管業所 々 「仁 ｊ 也 ｾ Ｇ ｾ ｾｉ 氾入

のτh

。 尤 も 近代正 ｴｴ 築材料 の時的 多Ａ動 ｾ｟ｌＺ ｬ 肢も の多 々 ｩｦ 之 ｊ 毛
壬* "

PJl ・ {品採 JIJ 出 来ｴｴｉｾき もの有之 官 ｊ きも大仰の見ＭＮＺ［，Ｇ知 るを

ｦ ｾ 主築泉研究 ｊ のために充分の ｾｭ を奥へられたし I  ｾＱＭ 使 甲 ｉ ｊ と思ひ ます 。

拶 舎 の雑誌 、建 築剰'f:，U:. と共に 、建 築の政! 論 :.w. び lこ

技 術の研究資表 の機闘と して 、 充分の i活動を なす 令 只

＿こ ￰Ｇ＾ ｾ亡。

普 ｦｾ＠ 鶴 岡 文 雄

「主I ! 築と 肩上合 J 内幸子部門的にな り し制合に 貧弱 の感

が 致 しま す。

l 財政トーの策 か は 存 じま せ んが 雑 誌 に 各E官告の多

いの には 驚 きます 、是 れ だ け の 府 特 料 令 が入 れ

ばモ少 ト 内 容文を ｾＧ ｉＺｲ に して頂 き皮 ν 、です 、 Ｗζ ー

が舎 の 内 欣 を知 りませ ん IJ、生の I]i.ですから 戎 ひ

11走れは 無理でせ う。

Ｒ 日 本及外国 の 新建築 の 篤反を モ ツト ｊ ｾｊＺ 吉 ＿にし て

J1i き皮いものです。 以 上

終 '1f  
佐 伯 一 夫

l 新 、古建築の1 ' t WIJ  Ｚ ｾｲ￪ に設明

i 新 建 築計 算貸付。

合 員 林 家

吉 田 信 武

「建築 と最上合 J とは別にfm築 製 研 究 J を強行される

に祭ったととは非常に有意義なととと忠ひます。

大 択 のJ34舎 とかUJ，合 に11 、合 員 相} ( の親日宇をはか

り知 設 の 交 換 を 容 易 な ら し め る た め 、 あ る 機 刷tft

詑様の もの が 、刊 行 されて 居ます が、 その舎が火

きく力強くなれば 、雑 誌 そ れ 自 身 も 泊 .Wに 分 制 し

夫 々に 過す る内作 を以 て 充満 せ し め な け れ ば 、本

来 の 趣 斤が徹 底 せ しむる ζ とを111 なく な ります3

厳 令 に 到 す る 建 築 撃 の 普 及 /!z ぴ合 員 相1 ( . の税関を

Jf1; a せしめ るため J 建築と似 合 J には 比 較 的 沼 俗

的( 決 して内谷の低曹を: 意味する に非 ず〉例へば 絞

剤f な王世論の 代り に 代 表 的 な 図 解、事喜良を多< 1反入

れ る と か 、建 築 撃 に 闘 す る 基礎 的 考祭 或 は 新知識

を多〈取入れる ζ とｾ L 、建 築 家 相 l i.の 知 殺 の 交

換 を 行 ふ た め 、「建築事研究 j には建 築 事 研 究論 文

識 I それ 自身を盛る こ と与すれば 、現 在 の 「 日 本 位 築

l 合 賛 成 簡 は 天 下 の 輿壊 の様 であ りますか ι 之を 協合 j のも つ ー 使 命 が闘1滞に雑誌を 泌じ て* され

断行し て新 合 員 獲 得 に主主ま れ ては 如 何 .  るものと 思 ひます。

6 9  x  



建 築 法 規 に 関 す る 質 疑 臆 答 欄

!j医 答 本 合 法 制 委 員 曾

問 1 合 L 1 後 川 隆 一

次 lioil の様 な数 i山 こ主r : 築する時 にはlJi. Ｈ Ｑ ・ 泣 路 ＱＱＱ の 制 限 を受けるの み か将 う ｾ扱張 さ れたる道路 ＱＱＱ に 商する

物として往て らるli J さか、; ( i 御手抜乍 ら御 教 示 l' さい

3皮

‘ｾ＠

， 
， 

J  

市街地建築物 法 第 二十六 僚 に

本法 ］ 於 テ 道路ト 布 ｉｦス ル ノ、 和 ｜ｾ九 尺 以 上ノモノ Ｗ ｧ Ａｾ＠ 7 道路ノ

新設叉ノ、努更 / 計鐙ア ノι トキノ、 JIlIJ 令ノ 定 ムノL 所 ユ依リ其 ノ計

， 

， 

金 ノ諮路ノ、之 7 道路ト 制 ス 人 &

とあり 此 の勅 令 の定 もる 所と 公 M は [i i ]施行令 第三十 僚 に ぷ

一一 塁! 路 / 新設叉ノ、 霊登更 ノE・I-itl'ア ノL 場 合 ニ於 テ行 政l 'li.其 / す1- '" 

3笠7 千? 示 シ タノL トキノ、 J:t ノ昔I-m ノ治路 ノ、 之 ヲ諮 路 ト;fi'倣 ス

取 士也

之に よ り御 'fT問 の計51t路 線が行政 総統 にth- 示併の もの なれ ば道路と ; ( i 倣さ れ 施 行令 第 七依然八 伎 の高

さの 制限 につい ても 久 敷 地が 角地 の時 は制 Jtl I ( 兵 邸 l豚〉 第十 五僚 に於て も法第 二 十六 僚 の道 路 と 同 様

に;(i 倣 して建築出来 ます Ｈ 以ヒ兵 庫 ｬ 降 、ｾ築 謀 よ り 支防 書 ｬｾ き旨 ｬ 叫終 済 〕

只 1宝際 問題 と して は 法的 に有効 な る 道 路 がこ つ あ っ て、 この際、、 きなり令第 へ 僚 を 持 って来 る こ とは

t長女 のi幹線 とし て正 訟 で あ りませんの で法 の正面解将としては 一 地WUF. 道路に よる高 さの制限 に も従

ばねばな らない と云」、設 も あ ります。 然 し現 (r: ill 路はな く人家 の rlJ にある計費路線 に接 す る敷地 に建

築 す る際計鐙 路線 の 闘員 に よると とを正面 よ リ計一否 出 来得な い現 政 の法 の構 成 よ り見 る時 は油 'it の場

合 現 世泊 ［ 路による 高さ制 限を ，ｮｲＺける ζ とな く 計 鐙 路線の幅 員 によ っ て 正ｾ築 可 能 とＡ 併 特 する の が 精 制 ｬ 的

或は 主主ん だ i幹緯 で ありま す 、ハ 特殊 な場合例へ は活動 1事長flir 等を 建築 する様な時 には 別 に考忍 せ られ

る場 合 がある かも 知 れ ま せ ん。 ( 以上委 員附氾〕

問 2 舎 員 K  T  生

闘 A の如意敷地 に建 築 lti 来ま す か叉其場 合 建 築 線 は何民主 に ありますか

窓

口

x  7 0  

市 街 地 建 築 物 法 第 八 後 によ れば

建 築 物 / 敷 地 ノ、 往 築総 ニ接 セシ ムノι コト ヲ要 ス 但 シ特 別 ノ:事

情 アノL 場 合 エ於テ行政官腕、 ノ許 可 ヲ受 ケタ ノL トキノ、此 / 限 =

; ( f ラス

即 ち原 J[IJ と して は 敷 地 が 建 築 線に接し て ゐな〈ては建築出来ま

せん 、然 して御質問 の場合 rfr !ll' の処 築 線 1-;): 何 蕗に あ るか ? 之に

つ いては同法第七僚 に

道 路 敷 地 ノ境 界 線 ヲ以テ建築線ト ス、但 シ特別 ノ: 事 93 アル ト

キノ、 行 政官版ハ 別 = 建 築総 ヲ指 定 スル コト ヲ得

更 に大阪府 に於て は 施 行制 J! IJ第五依 に よっ て闘の 三間 の 認定道

路 ｴｬ ｛ｬ ち法 第 二 十 人 僚の道路 に於 て は諮路阪の Ｑ Ｓ ｾ 界 線よ り ｝ ｊ ｩｩ ｊＡＱｬ と し て 、 l 尺 5 寸 後退し たる 線 を以っ て

建 築 線と 定め られ てあ Ｐ ます の で 、 住者 ｅ 紛 ｩ は ｌ ｾ ｉ の 公 有滞と の 道 路吸地の境 界 線上 り ｬ 尺 Ｕ 寸の と と る

にある鈍! であ ります。

依って 悶 λ の ｭ 築 政 地 で は ｲｦ ｲ ＡｬｬＧ の ｩｬｬ 築 ｾｾ ｦｴ に 接 し て いな いの で このま ま で は往築出来 ませ ん 、 然 Ｑ Ｍ 1'i: 

際に は迎古l な る方 法 さへ耕 ずれ ば A をill 築 政地 と し て使 Ifl す るのに3z . ｾｾｾ の ない 場 合 が多 いの であり

ま すか ら現 伝で は適引 な る 続 を架したる 後は A 敷 地 は建築総に 接 す るもの とj幹線 して居り ます。

橋 の 恥 ｌｾ は 特殊 の 場合を除き Ｖ Ｉ ミ が 最 低 限度と な って ゐま す。 Ｈ 以上大阪府怨 築 課査 ｕ ｩ［ｬ ￰ 耳〉
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日 報

時

ffr 

常 務 曾

i1H利 B 年 8 月 2 1 日午後 6 時一 同 7 時

本 協合別家

出席者一 泊Ａ司ｾ i也回 竹 腰 1辻本 ￭ｾ 政

主 記 伴 野 主計古I i ｉ ， Ａ｢ｾ＠

編 i樹 高橋

ぷ ｉ ｬ ｾ＠ 1 評議貝合続出議題の( ' j :

l 小笠原銅氏提案のm築工事の施工，i市民

改善書家に仰する件

l 合只新名簿湖号越に附する( ' ド

l 合 誌 12 月鋭を以て各委員千予報告書後

表に闘する 件

i 往築材料聯 各剥査合Wf. 散に腕する[ ! I 15.事

案 の 件

l 合 員 詮 衡

報 告 l 目、湖 、鮮 、選 pq合聯イ' 0) 三舎 &i 前洲見

撃に闘し絞i/!H長俊

l 大美里子住宅- P. . ! i - 変残出品住宅民主分経過'11，(

告

l 阪利上野芝住博7tH益出品住宅整地に閥

し報告

l 瑞光住宅博絞過報告

l 合員委民合経過報告

常 務 曾

時 昭 和 B 年 9 月 4 日午後 5 時30分一 同 7 時

Jfr 本協合別家

出 席 者 型 事 片 岡 池 悶 竹 腰 監 事 徳 政

松 主 主 記 阪 口 i' 1! 1Il:f 'i 1. 士悶

主音1- lili 清 水 へ 木 編 斡 高 倫

中 村 主rr 名

議 事 I  9 月例合に闘する件

1 位築材料陳列場設泣に附する{ 牛

ｬ 鍛 筋 コ ｹ ク リー ト ｾｾＧＱ Ｏ Ａ ｦ ｬＺ 様 舎 ＺｩＡｩ ・ 停車時習

合計識の件

l 曾員名簿調製に関する 1午

l 瑞光住宅博協合出品住宅公衣償給 決定

の件

l 定款改正に関する件

ｬ 舎詑智子 ｉｉｾ の件〈強行都 ｬ 立〉

l 合 員 詮 衡

報 告 ｬ 目 、 湖 、 町 、 ｾ四台聯合大命救 ｩ 前洲見

製経過報告

時

所

臨 時 常 務 曾

11(-1  ｦＺｦＱ Ｘ 年 Ｙ 月 ＱＱ 日午後 Ｖ 時 一 向 Ｘ 時 ｾｏ 分

建 築 協 合 別 $

出 席 者 縄 本 池 岡 監 事 松 家 主 犯 阪 口

鳥 井 伴 野 主 計 浦 清 水 八 木

前id斡 今 林 中 村 新 名

議 事 l 紋ケ五: 住宅1W協合出品住宅 ( 第 1 ￐ｊｾ ｺ ｬ ［｟＠

家主ID 賢 約 l亡闘する1 ' 1

l 瑞光住宅博協合出品住宅工事費支扮" こ

仰 す るf' i '

l 日本東部見坐奉行に闘する! 牛

l 秋季大合穆行に腕 す る件

l 建築材料隙列場設泣に闘する ('1ー

(1 ) 委員依似 tこ闘する件

( 2) 名稀に閲する件

( 3) 評議只舎並臨時総合開他 に附する

件

静

一

居

動

一

韓

同
貝

一

勤

曾

一

韓

曾 員

ヰ千 義 三郎君 住 吉 l延昭和mr 中 l ノ40

rl' 凶 六 良11 君 西宮市越木宕字樋之1也27銚49

)1一手 正首j，君 ｉ ｻ Ｍｦ 下 ＺＧＺＮＧＱ能 郡 豊 中間 ｉ ｦｦＮ ｪ 町 ｾ ＡｦＮ ｪ ｩｦｊ ｬ

Fllli 日野次良I¥:H 住吉町阿併l I l j' 筋 2ノ 13

大 II J( 忠監査君 府下泉北郡市i石川J 北 6 1! ( 字南側

演〉

丹藤 t 凶 m 北 ｉ ， Ｚｾ ｾ程上江 町 ＷＯＶ

点氷 ii' Iぷ 君 兵庫県星川溢郡川西町 I菊花属政

1111 要 君 );t 郎fl1 ＧｉＧＩ［ｾ 凶堺町 ｪ ｩｦｊ御池下ノ ι 大林

車Il) ;r者自宅筆業所内

佐 藤 好 夫 君 京 区 京 橋 3 大林組本16 内

小 野 球 雄 君 兵 庫[1¥*111滋郡闘田村森 17 ノ l

地方曾員

|河野 <i7.-( 'f'対 比ぬ1¥ぷ坐悶君1¥忠 j毎町大久野山h?I!j: 水

71 x  



30中尼別立1¥往 築 場村 上工 務 陪 作 業

場

央 市 東畑町J 57 / 1  

ｰｽＧｩＡ仏 ｾｾｬａ ｉｔ 1ノ Irl' 村 佳 築 事 務i1i

JRJ;( 市 小 石 川 l也 小 石 川 IlI f 1  

［ｾｈｴ 道官Ｇｩｦ ｩｬｬ 築主 島大林正 ｦＱ Ｗ ｽＺｪ且防 ｉ ｊＺ ｉ 以 Ｉｪｊ ￭

兵 ｗｾ 豚加古 君日高砂ａＱ ｔ ｦＱ ｪＨケ訓 ｉ ｋｍｩ ｩ

高" 0、工 場m築 ;場 竹 中 工 務1，'; 出 駁r1i

朝 鮮 京 城 北米 倉阿f l 7

此 花 区 恭 日 出 AIT3 19 ノ3

X 王寺| 凶大道5 / 日
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栄六 Ｑｾ
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本

本

抵

松

井

市

附
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特別賛助員

瀬 f己 永 治 君

ｈ ｊ ｴ ，季 ｖ ｱ ￚｉ｜ＧＯ ｾ

普通貨助員

川 村 ｾｴ 彦君

木 村 正太 郎君

佐 野 公犬 君

鐙 裁 菊 列車型ク ロ ー スｾ ｾ背金字入 ｬ 剥入 会 Ｑ 1H1キ，t 主主 6CO 1'r 

内 容 及 目 次 本 女 24 f，) i  1; 付録 3 'fJ i JJIHiE 目次 大 綱 |ておの 如l し

l  総 設 11 ] L新 事 業 21 符 後 ・消防

2  市 i或 ・人 1-1 12 氾 祭 事 業 22 終 桝

3  ，r，trl i 計，!r 13 軌道 ・ 地方娘道・ ｨｾ 23 UI  政

4  附有ｾｾ泣 ＱＴ 策合ド ｬ 勤 ＧＱ 了 、 ｊｾ ｾ 24 # i li 市 政 事 情

5  道 路 ・道 路 交 jffi 15 市 ｊ Ｑ ｾＮ＠ 1 令 市 11¥ＧｬｬＡ ｲＡＧ ｩ 政 ｾ ｊ Ｚ ｰｮ

11Ft 、 市 長/ えTI i 合議長

2  rli 合ぷ員選穆

3  K1¥ili 闘 係 各組 合 議

l 都i ' li 計笠法泡川イ欧有I i IIl J 村 謝

2 最 近 に 於 げ る 市 政 側 係主 J見千f

W<: 1't 例 、裁 判 例

10 上 Ｗ Ｉ＼ 泣 ｾ ｊ Ｇｴ ｾ 20 汚 物 尚 分 3 都 市 [iiJ flli fb! J 係 主 要 文 uA

特 色 ント"f i t l J: 、 ( 1) II li f: n  9  ｾｰｊｈ たら し むる Ｑ ［ｴめ 、 人 ＱＱ 統計 、 財政概要のｦＮｉ｛皆 ＱＱ 日 拘 ＱＸ "J'.I支

の ｉ ｊｾ ｴ ｬ［ こ Ｊ長 る 奇ｾｾ 前 Ｇ Ｑ 三錐の数字を Ｚ 怒〈改訂した る ｬ ニ 勿論 、 ＨＲ Ｉ 本 Ｂ Ｑ Ｂ に入 り市 となれる新興 ｂ 都市ＧＱＨ

び 絡 に 市 た る の '!'UJ a:: 有 す る 令 凶 主 要問r:¥寸 の紛: i ' drな る 統 計 を 力日へ 、 ( 3) 本 年 初市 計 11Wc の 改 正 に

i/< りIl!.i; にその; 也J l H : 見 た るIIIJ 村 lよ、 い 」、に l T. . ばず、 同法; 白川{ 民有I i 町 村 に 闘 す る 調 査 を 制 緩 し、

Ｈ Ｔ Ｉ 近 年市城￟｜Ｈｩｪｾ 、 ｪｊ ｈｉ ｌ ｾｫ di W< : 問題字に闘し 、 官:; Jr; J の iiIl n菜、 行 政 官官iO，&ij 司I'l O等 特 に 多 告 を }JII へ つ

つあるに鐙み之がｊｦＨｾなる』 の を摘出 し 、 ＨＵ Ｉ 最近 ｲ， Ｑ｜ ｦｮ 問題 に附する研 定感 なるに鑑みＱｉ＿ｬ初 ｬ ヒＢ ｆＭ

Ｍ月Ｉ Ｇｊ ヨ ヨヘ年六 月 に於ける主ｾ女献を紹介し 、 ＨＶＩ 市民生前 の ＱＧｩＺヰ日を 綿 々 の淑型ｊＧ ｩ より知 ｬ る の まをと

して 、 %f r に各 Tli の l必 有鍛 冶 際、 nt. 得 、 貨 物 、 定 期 3阿 IJ) 1] 者、 手I i flli 、 f訂正 、 1記話 、 ラ ヂ オ 、 市j( 枚 、

旅 'I( 主主 、 交 通 事故 診 に 仰 す る 統 計 の 'i!J'i よ り、 主l Bi'lJ J勾J t の {山! 政事終方面の統計五: 掲げ 、 ( 7) 特 に 作 di

の可 ｴ ｪ ｾ￯ｬ ｩ 政事 項 を ｾｩｬｬ Ｊｩ￭ｩ し て令閥的に 市政界 の近 ｪ ｬ ｩ［ を 民唱するを得べからしめたり。

定 償 令 3 ｾｬ ｬ＠ ｃ［ ［Ｎ ｈ ト 東京市内 Ｖ ￭Ｚ 走 、 内 地 ＲＲ Ｉｾ ｾ芸 Ｑ 母体太 Ｔｈｬ 朝鮮 ｩ 的洲 Ｖ Ｒ i韮〉

特 償 令 2 &11  ( j 針 。} 問 )
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購 寅 申 込方 洛 下 ｾｅ 沌 Ｈ ｘ ｉ 土空 ＿庖宛〕御 油、恨の ｾ ｨ

東 京 市 日 比谷 公 闘 ( 市 政 合 館 内 〕
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2  

TZ 

教 育

E立 発

注 上合 ｾ ｊｾ 業

体染病 ・磁波施設

'

D

ヮ

，

只

u

O

J

llli 河

河 川 港湾

奇j( ｾ ｾ＠

油 供

'

口

勺

r

o

o

n
フ

20 1・202

7160ワ

ｾￛ 話 銀 ｂ ｩ

似 替 東 京

)11' 1申l

Jt i-; ;(  m政 調 査合

法 人

3  

A

U

E

R

d

q

U

7

t

Q

U

 

. X  7 2  



建 築 部 室倶 楽

口お 知 ら せ

工場見拳及賓塚叡劇曾

7象告の通、十月七日 ( 土 〕点灯リノリウム

工場凡事 と賀 ｊ 示鍛劇合 と を銑ね ｈｾｩｦ Ｚｆ ｪ イ ミ論で

ｾｾＱ＠ f致 し ま す 。J火漸く i栄〈郊外の秋色I j j 、栴

¥J IJ ならむと す る 時 . 制 k 御 IIJ J，もを。

秋 期 国 碁 曾

十月下旬 の土 隅日 ｻ･ｾぴ 、 秋期間必大手 Ｗ

{e rJlJi躍の 議 定です。ザル成多数御参加めら

むこ とを希 望 します。

クラブ室嬢涯の乙 と

愈 k 十月中に現在の 14含 事 務 室 ま で 蛾 仮

することになりますに o l象而合員各位より

御希笠の小 集 合 室 、バ ー の 完 備、 ラヂオの

設置 、 ｩ Ａｬ ｾｾｊＧ ， ￯ の蛍資等も計 ＵＱＲ されて居ますし

室 内 も蝕程ユツク リと御Ａ 史 川 ｈＧ ，ｾ ｾる棋にな

る告ーです。

コく隣去 に は 近 〈 建 築材・料の|涼刈場 も 開 設

せられ、一居有効にクラブが活J l J されるこ

とと思ひます。皆依の御後援に( 火りク ラブ

0) ，;怠k 後 II差せん こと をe' lwi る次第です 。

;!t 他研究中のものにー一一

米燃の方の手 引に もと合 ｗｾ 反政の名ｾ［ｾｾＨの

￭ｖ ，Ｇ， ｪ 製 、 伶員桐互問の不幸の場合の Ｇｩｾｊ ＡｬｬＺ ｴ 方法

就 職 の 幹1iAなど Hl k計 笠 研 究 中の も の が 深

山 あり ます。 ー ＱｻＺ外御 気附の史 ｾￎ 御 Ｑ 七，立 と御 Ａ税

控{ e 助1ひます。

口倶 楽 部 案 内

開館時間 午前九時より午後九時迄 、但

特別 の 場 介には延長致します

娯楽設[ 箱 |列ka!.: ，将 供 、以Ic作 、コリント・

ゲーム 等。

函 番 手キ新1m官報類約二十間 . rt; 誌

ｾｲｩＯ ［ 十樟其他 の ｬ 品 ｨ 芽 も多数備

へであ ります 。

撞 球 5 階 の朝 日 ク プ ラの ご1.: 読 が i'i i'i

ｦ ， ￯ ｾ こ 使ｊＮＡＧ ｊ されます ｯ f; 何l 討i 喰 の

方は受 付 ー よ り 入場 みを Ｑｾ ｪＺ｝きさ

れ度し。

理 髪 5 階 のi阪弁理髪l占と特約して

本クラブのマ ー ク州用者に は

/f. J]J IJ 割引があります。

口諸 研 究 曾

園 ま基

本 本 二 段 Ｑ Ｄ ｪＺ ｾ週 土 曜午 後よ りＺＮＱＱｦ ｴ ま

で。

南 書

大川先生毎月第 ｩ 第 Ｓ 火 ｉｉｴｾ 午後 Ｖ

時より D

俳 句

):J :1 先生 '1:j  Jj 第 1 Ａｊ ｾ＠ il ＭｴＮＺＱｉ Ｑｾ＠ '1後 6

H与より。

骨 相

砂 川 先生 ti: 月第 2 Ａ￁ ｾ＠ 4 本 11m午後 6

l時より。

Z主 幽

控Jt位iAt 松 下 先 生 付 組 k ll 従日夜 Wi-

古場は曾線崎演舞場h ¥i )

長 唄

什 屋 手Il j'lt 次 (f l] I 勾i，i!!Q :J. I司、近 〈 開 始

の1象定( 稽 古 場 選 定 中 )

7 3  x  



烏鷺に戟策を? 養ひ . 南1; L ' f に墨色の妙を

l床ひ、俳句に詩情を練り 、骨粗に人性

を達観し 、謡曲に桝下丹川を閉め 、長

唄の三絃 に悦惚とするなど 人様々の趣

味により阪かに精進これ努めて居るこ

とで、やがて自陪先生が脳出する こと

〉思はれます。各舎共初歩合の御申込

を歓迎致しま す。

f旬以上の外の部門に就いても 、御希望

の向は御遠慮な〈御 rt 出下さい。

十月カレンダー

火 南 部、務 的研究日

5  木 俳句日干究日

7  j ニ リノ リユ ー ム工場見鶴次 ｾｪ￭ 量 ｨ

10 
火 務自l 研究日

14 ゴ二 閣総研究 日〈夜東京見毒性出滋 〉

15 日 協台東京方面見書科目

16 月 同 上

17 久 同 上 〈 前1
1岱 r; を〉

19 木 俳句研究日

21 土 悶革研究日

24 火 I督官、務 的研究日

23 :1'. 悶若手

31 
火 務的研究日

早梓 i 7) 道大師詣りの人出古主 同

山の手の 1
1
1f ひそ やかに群蛸蛤 同

十町と聞〈 山道の秋場し 同

穏を繋る草に小虫の群りぬ 同

錨下す外国舶や秋の風 |司

悔そこに榊戸の IUf の秋の室 同

い らいらす秋の日 さf刊樹陰行〈 膏

社越しに秋の海晴れ肌の白き |司

業末枯れて盛る赫瓜の括れに川 同

山の塚 'lli' 菊苅宮盛りな り 同

海青 〈齢風それで帆の光る 同

時蛤やトマ ト:(111の国の荒れ 猪山 士

キ火l晴れや硯w . の中に大阪港 |司

水車場に観〈流れや lli i-菊I焚 〈 同

拾ひためて片手に徐る木質哉 北 村j

はきためて落葉に 交 る木賞故 同

、

雨上る海伏光ｾ極めげり 鹿 姑

ロコリント・ゲーム

一時j取らせの的でありましにコリントの君

ト桐 のＭｾ ともろ共にうにてや ｩ 周終の光

景でありま す。どな? こか身受せられる方が

ありましにら御相談に修じます。主主に得知

口俳 句 吟 行 曾 表( 千結以上の分) を掲げてありし日の液を

街: 月盛大に行はれて居ます俳句舎は日月 イ忠ぷ事とします。

21日( 木) 定例 日に 、六甲十善寺の秋光を傑

りて旬 t撃を充し、市11戸加納1l 1f 柴の家 に於て

ｴｽＱ ［ｲ［ＧｾＮ 主主舎栂 に ｕ 時間合しましに 。 来り舎

する者、月 Ｇｬ ｲＺ ｾｩ 、初子 、 北村 ｬ 、 ｍＢ ｾｩ 姑 、保 ｎ

育、猪山士及秋渓にして首日 fali の選句次の

通りであります。

月斗選

秋風や] 肱の茂りに 11昔き庄 和j 子

x  7 4  

1355 

1320 

1270 

12: 5 

1I 8:l 

1165  

1130 

1120 

山田君

ー宅 君

河 津 脅

菊池れ

三 烏 君

木 村君

樋口君

白川君

1115 小 松宮

1090 安 井 君

1085 ｦｾ 旗手守

1035 今 林 脅

1080 池 田 宥

1080 佐原: g

1050 小 川 陽 君

1050 浅野君

( 以下略〉



( 昭和八年〉

幹 事 滋 谷 五 郎

委 員 伊 東 恒 治

問 芝 回 知 意

向 鈴 木 忠 玉 虫11

同 高 木 大 作

間 永 告 書 毅 一

向 調 査 野 武

岡 山 本 泰 水

被' i l i ' ・常務笥士阿重一

材 料 望 号 員 曾

委 員 長 須 川 原 太 郎

幹 事 小 西 一 良

委 員 児 玉 氏 太 郎

同 白 川 雄 一

同 高 岡 奥 - . 吉

岡 高 松 平 太 郎

同 橋 本 勉

岡 松久 保 敬 三

岡 諮 問 泰 治 虫11

同 IJI 中 茂 一

鎗賞官1・2奇 阪 口 芳三郎

日 本 建 築 協 曾 役 員 及 委 員

夫

三

一

泊

武

伊 東 恒 治

高 橋 祭 治

竹 腰 健 建

前 住 署 員 弓

相YI 橋 諒

藤 井 厚 二

八 木 清 之 島1)

吉 田 信 主 主

牧 野 忠

松 井 清 之 島))

J曾 回 消

八 木 屋 二

日子 子 l E 

「建築と社曾J編輯訴員

「建築事研究」編輯曾

員

時

制

誠

亮

正

信

名

畑

藤

多

国

t漏斡部員新

同 *

問 内

岡 本

同 吉

餐

問

問

問

問

問

同

悶

問

問

問

悶

問

災害強度委員曾

中 海 誠 一 郎

洛 藤 藤 吉

守 柳 良 1止

黒 田 茂

佐 野 後 三

篠 原 太 郎

谷 隆 夫

鳥 井 拾 三

波 江 悌 失

中 島 智 奪

三 浦 術 史

山 田 芳 雄

矢 田 餓 厳

渡 部 去 寄

殴 備 委 員 曾

容員長 小 笠 原 釘

幹 事 阿 部 顛 艮1I

幹 事 松 井 清 之 助

委 員 伊 東 宗 太 郎

阿 小 川 陽 吉

岡 阿 国 孝 男

問 中 山 祭 太 郎

同 長 谷川 俊 弘

同 t両 信

岡 村 岡 小 一

機 管 常 務 浦 英 之助

住 宅 委 員 曾

葛 野 批 一 郎
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要 員 長

幹 事

委 員

問

問

問

問

問

問

同

問

問

同

同

委 員 長 松 * 重 光

幹 事 加 藤 善 吉

幹 事 北 垣 rm之 介

委 員 伊 藤 和 夫

同 岩 本 長 人

間 作 I悶 日 出 生

同 新 名 種 夫

同 妓 武 三 良11

同 松 浦 松 之 助

同 吉 岡 信 主 主

機 常常務 鳥 井 信

i主 制 委 員 曾

宅島員長 F世 田 敏 雄

幹 事 玉 置 豊 次 郎

幹 事 坪 井 誠 一

香 員 秋 田 喜 代 治

問 石 川 寛 三

間 楠 瀬 徹

同 工 藤 祭 治 虫11

同 武 岡 純 一

同 徳 政 合 否

問 内 藤 亮 一

鎗 蛍 常 務 今 林 彦太郎

委員長

敦化ｾ員曾

古 宇 回 1T 

荊 井 勇 三 良11

委 員

都市計重委員曾

要 員 長

幹 事

片 岡 安

池 悶 貨

竹 腰 健 治

徳 政 令 寄

松 E i ' t 重光

阪 口 芳 三 郎

鳥 井 信

丹 藤 良 雄

伴 野 貞 三

M士 間 ＱＨｾ＠ ー

紛 英 之 助

清 水 祭 二

八 木 盛 ニ

今 林 彦 太 郎

新 名 争;ri 夫

高 橋 5賢 治

中 村 義 雄

秋 田 喜 代 治

井 上 繭 磁

石 川 寛 三

今 林 彦 太 郎

池 闘 賞

岩 崎 甚 太 郎

il lI 英 之 助

大 原 芳 知

附 悶 孝 男

阿 部 品 1 I .RIJ 

岡 本 新 次 郎

務 藤 藤 吉

川 口 一 二

河 合 貞 一 郎

河 盛 盆 太 郎

片 間 安

小 西 一 良

阪 口 芳 三 郎

作 間 日 出 生

新 名 郡 失

清 水 祭 二

末 湾 周 次

鈴 木 末 尾

竹 腰 健 造

高 岡 奥 三 吉

高 精 祭 治

高 松 平 太 郎

烏 弁 信

中 滞 誠 一 郎

中 村 義 雄

中 山 祭 太 郎

永 j皐 毅 一

丹 藤 良 雄

伴 野 貞 三

宮 士悶 lli ー

藤 井 厚 ニ

旗 本 賢 太 郎

員

量士間

法 人

役

長
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建築曾鎗委員舎

委 員 長 安 井 武 雄

幹 事 徳 政 命 吾

幹 事 谷 民 議

幹 事 飯 高 達 夫

委 員 大 林 賢 四 良I1

同 阪 弁 米 吉

岡 鈴 木 末 尾

同 竹 腰 健 遊

間 波 江 悌 夫

同 松 箆 重 光

同 森 本 藤 吉

岡 山 脇 友 三 良I1

抱負・常務 阪 口 芳 三 郎

同 1i 4 土問重一

伊 東 宗 太 郎

法 尾 保 衛

河 村 新

久 田 見 治 不

児 玉 R7.i 太 郎

白 石 登 喜 男

中 村 義 雄

中 山 祭 太 郎

八 木 感 二

山 中 茂 一

( 以 H 帰国商工 1111])

阿 部 器 耳 目IJ

木 内 定 雄

竹 中 景 ー

藤 木 正 一

村 七 徽 ー

Ｈ 以 ｴ 徳 山 工業ｾ IUl J )  

幹 事 浅 野 合 厳

幹 事 棺 山 新 卒

委 員 赤 絵 修

同 小 川 安 一 郎

同 河 虚 盆 太 郎

同 篠 崎 俊 二

問 中 村 源 太 郎

岡 松 本 儀 八

同 南 信

彼 賞 常 務 中 村 義 雄

住宅博聖書務整理

委員曾

委 員 長 武 闘 志 一

副委員長 :l;I;野 111:- 郎

別 委 員 長 安 井 武 調i

委 員 今 林 彦 大 良11

同 小 川 安 一 郎

同 芝 悶 知 1R

同 坪 弁 誠 一

同 得 、 政 令 吾

同 古 塚 E 治

岡 村 野 藤 吾

同 時 雪 山 新 卒

住宅博評慣委員曾

小 笠 原 鈎

3草 野 引1: 一 郎

北 垣 熊 之 介

篠 崎 袋 二

須 川 成 太 郎

藤 木 J E ー

員

員

員

員

員

員

委

委

委

委

委

委

瑞光住宅担革委員曾

委 員 長 武 田 沢 一

則委員長 ｾＡｉｬｽ＠ 111:一郎

幹 事 小 西 一 良

幹 事 佐 藤 J E 次 郎

幹 事 溢 谷 五 郎

幹 事 古 塚 正 治

幹 事 松 本 儀 八

委 員 井 上 属 議

委 員 木 村 寛 一

同 白 石 主 主 事 男

同 芝 田 知 意

向 鈴 木 末 尾

同 波 江 悌 夫

婚訴常務 清 水 策 二

同 伴 野 貞 三

同 富士阿 重 一

百貨底建築委員 曾

委 員 長 安 井 武 雄

幹 事 落 藤 藤 吉

幹 事 坪 井 誠 一

委 員 背 柳 貞 世

間 阿 部 細 貝IJ

同 県 国 茂

悶 玉 置 豊 次 郎

同 古 塚 正 治

岡 村 野 藤 脊

同 渡 部 圭 吾
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禽 員 蚕 員 曾

仰

は

郎

郎

郎

士

口

二

憲

郎

郎

郎

一

八

治

大

三

三

久

一

定

三

五

一

室

儀

長

岡

彦

文

谷

勇

誠

岡

倉

1

口

回

K

B

谷

て

本

本

字

林

脇

日

寸

ブ

古

今

大

山

池

川

続

四

川

浪

中

常

松

{
w
h

委員長

幹 事

同

同

委

問

問

同

問

問

問

同

情]

員

阪和上野芝佳宅1尊

残務整理委員曾

委員長 池 田 質

問委員長 安 井 武 雄

委 員 浦 英 之 江11
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向 佐 藤 松 太 郎
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評慣委員曾

見 畢 委 員 曾

委 員 長 松 室 : i l l 光

幹 事 大 原 芳 知

幹 事 久 保 岡 康

幹 事 小 西 一 良

幹 事 三 木 来 三

幹 事 森 本 藤 吉

委 員 加 藤 誠 二

同 設 楽 貞 雄

同 樋 口 辰 太 郎

権 蛍 常 務 丹 藤 良 雄

ー出 版 委 員 曾

委 員 長 藤 井 厚 二

委 員 石 川 純 一 郎

同 落 藤 藤 吉

岡 新 名 種 夫
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編 輯 後 記

口 せ、 尾 花 .. . . の七本 、 f'Il秋の 名月 、 澄 め る伐と

ＷＯ＼ 、 もｾばめ る 山 、 も の のぶれを知 ｬ る秋 、 さでも

感1袋傑 き秋 で はある 。

口 ?t iiJ i をU'III っ た 文古刊行主l ! 築課長柴垣 氏 の最 近 に 於

ける事校建築の傾向並特徴 は 最も そ の 人を ￭ Ｎ ｾｊ た

合 文 字 で あ らう 。

口 本 総 は製 校 ill 築 である 。本自主編纂 にあ た り 多大

の J(f:i 立を以て fJ : 重な資料 を提 供 して下 っ た 次 の

諸氏へ 謝 意と敬ｾＺとを き慢す。 Ｈ次第不 同 〉

大 阪 府豊F終 課長 川 口 一 二 氏

大 阪 市 建 築課 長 ii:r 士 間 重 一 氏

大 阪 市 ill 築 課 本 多 正 滋 氏

前1

'

戸 市 管 絡 課 長 藤
μ 哲 三 郎氏

兵 庫 l隊 管 絡 課 長 宮 本 長 治 氏

京 都 市 笹 絡 課 長 三 橋 凶 太 郎 氏

東 京 市 建 築 課 長 小 野 二 郎 氏

名 古 J;fi_市主Il: 築 深長 疋 m 武 二 氏

談話ヨ市 ill 築 ，深長 自ド争 斜j :太 郎 氏

文士j5省主] 1 築深長 柴 垣 見n大 郎 氏

JI! ｾ ｾ［ｾマ育 園 大事 Ｑｈ 帯保長 内 m 昨 三 氏

京 都 帝 凶大み ff 終 深長 大 i . J 三 郎 氏

官 級 中 係ill 築 事 務 所 高 松 政 調1，氏

合 名 合 iiil 竹 中 工 務 応 中 山i 智 宇 平 氏

岡 高 橋 羽 毛 三 氏

株 式 含 厄大 林 組 今 林 彦 太 郎 氏

問 岩 図 版氏

口 本 披 にJI!: めた資料 はうた々代 表 的 の も の で4Q校と

こ式」、多 較に 卜. った。 :協会でそ の 内の- ) ' ; 11を主主主主

し 令 部を 締 め ￭ｾＧ ［ な か っ たのは遺憾で ｓ よ る が ｉ 、 こ

れ は 一本に 線 め て 完笠 な もの と し て 近 〈 刊行 す

る ことにした。 ζ の里占激めお断 り して 泣 く。

口 ill 築 法占Jl ，二仰する 質疑 感 &i' 欄 を い よいよ 本 月 か

ら設けた 、諸 君 か らの盛 ん な る'Li: 疑を f寺つ。

口 }J IJJJi 合 告 の泊 り本4i の残本を数週l してゐる 、 絞

本 の あ る方は rt iffi 込 ん で 下 さい。 11'1込 締 切 後 l.t

絶 版 の猿 定 で あ る。

口 努 力署長で制料の常 務 であった苑! 田 氏が任 地 の都

合 でｾ ら れた 、 新しく 新ＭｲＮ氏 が その任を機が れ

た、 ji1J 11;; の手 IJliiも す 〈誌 面 に表 れ る で あ ら う。

口 次 被 は建築を 主 と した 満 洲 の事 情 紹 介 械 の級 定

ある ( ft 山)

慶 告 掲 載 料 金
建 築 と 社 奮

ｾ＠ 16 粉 第 10 鋭

毎月 l 位]1 日 後 行 定 的 I JJJJ- .501司(量15税 2 銭〉

12J11f  6. ∞側( 同 24 銭〉

日目拘 8 年 9 月25日印刷 昭 如 8 年 10 月! 日互運行

革連行 ・ 綱ｾヰ
印 刷 人

問宮i I J 今f . I ! 町大=f 二浦胤56番 地

印 刷 所 大 阪 活 l仮 所

大 阪 市 東 邸 内 淡 路 町 l 丁目 7番 地

強 行 所 産費 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 北 直 中 之 島3 / 3朝日ピ凡

電話長本局( 23) 4500省 ( 6)

S百替 口座穴阪39975寄

特 約 飯 賀 底 柳 々 堂 宇r I主

大 阪 市 西 区 京 町 姻 初 子板 宿 北

電 話 土 佐 堀 2440番
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本 誌 に 偶 載 せ る も の 1:1: 、 一切 ζ れ を 無 断 にて

締載し. x f.t 単行本に上梓その{ 也の複 製 行 総 を

な す ζ とを禁ず。
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日本趣昧を

基調とせる

本警は我園で昭和五年から昨年にかけて

募集された東京情物館を始め四大建築懸

賞首選闘案及募集規定を網雄編纂したも

のでるる。とれ等の首選闘案はととわる

までも友〈我閣に於て賢K 一大ヱポツ ク

を創り執れも日本趣1¥米を基調とした所に

その特長があらう 。若草生諸m、建築家及

一般同好諸氏の座右に是非一本を薦む。

四 六 倍 版

袋 憤 美 麗

上 賃 金 7 ート

頁 数 6 0 頁

東 京 帝 室 博 物 館

京 都 美 術 館

日 本 生 命 館

軍 人 曾 館

建築設計懸賞募集規程

建築設計懸賞首選者名

建築設計懸賞嘗選園案

定 債 7 0銭 血

まさ料 1  0 銭 '  

悲更 日本建築協合 |;: :;J4; |責明|に; ;
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